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論 文 内 容 の 要 旨 
この学位請求論文は、1993年から 2013年の間に橋本氏が発表した論文を加筆訂正した上で、多
くの書き下ろしを加え、橋本氏が 20年間に渡って行ってきた研究を「人間の科学としての社会科学」
を確立するための模索としてまとめたものである。橋本氏は、自然科学が専ら事物の客観的な記述に
徹しているのに対し、社会科学は、その構成要素が人間であることから、異なる科学として確立しな
ければならないと提唱している。人間は自ら情報を処理し、意思決定を行い、また相互に、もしくは
環境との間で（意思を伴って）相互作用する存在であるからである。 
 第一章では、社会科学を「人間の科学」として確立するための思索を行っている。1997年から 2011
年に発表された４本の論文を元に、2本の書き下ろし論文を加えて議論を進めている。「人間の科学」
として理論と現実（橋本氏は「実在化」と呼んでいる）を繋ぐことについて、形式化の問題、実験と
シミュレーション、言語の問題、情報と意味の側面から議論している。自然科学に比して、社会科学
において上記の問題がどのような深刻さを有するかについて指摘している。 
 第二章は、文字列や指先で感じる刺激のような単純情報を与えた時の人間の情報処理についての考
察である。認知心理学分野には、アテンショナル・ブリンクとよばれる「２つの課題が与えられたと
きに時間差によって正答率に変化が見られるという現象」から人間の情報処理のメカニズムを明らか
にする研究課題がある。橋本氏は、それらの課題が異なる感覚器官への刺激（視覚を主とし、第二感
覚として触覚、聴覚、嗅覚）に対応した場合について一連の研究を行った。15に及ぶ実験を行い、
主に 2002年から 2004年（第 14実験は 2013年）にかけて 8本の査読論文・国際学会予稿論文とし
て発表された成果を一連の思考過程としてまとめたものである。刺激を与える感覚の組み合わせと刺
激のタイミングの違いにより情報処理に差異が見られることから、人間の情報処理において短期記憶
領域の利用の有無による違いがあるという仮説の有効性を示した。更に、感覚間にある並列的に処理
可能な組み合わせと不可能な組み合わせがあり、後者において逐次的な処理が必要なためにアテンシ
ョナル・ブリンクが生じているという新しい知見を得るに至っている。 
 第三章は、株式市場における価格変動などにみられる大量かつ迅速に与えられる数値情報に対し、
人間が行う判断や行動についての考察である。橋本氏は、被験者に数値情報を系列的に与え、パター
ン把握の正確性や確信度、把握したパターンを元にした予測、反応速度などを調べた。11の実験を
行い、その成果は 2002年から 2008年にかけて 9本の論文として発表されている。ノイズの多寡、
情報の時間密度の違い、数値の概数化の有無などの違いなどに焦点をあて、様々な条件で実験を繰り
返した。その結果、人間が迅速・安定・正確に意思決定を行うためには、あらかじめデータを簡略化
させた方が良いことを示した。また、人間は正確に状況を把握するという事と、そのように把握でき
た状況下で正しく行動する事が解離している事なども示している。 
 第四章は、この章は人間が持つ意識レベルもしくは思考レベルで、どのような特性を持っているの
かについて行った研究の報告からなっている。マンガやゲームセット（ボードと駒）、数式等の抽象
度の高い情報に対し、人間が行う処理について考察している。橋本氏は、これら抽象度の高い情報を
与えた上で、心地よさや緊張感といった感情、駒の動き方や優劣関係、数式の把握などを調べた。こ
れらは人間が行う情報への反応や情報処理ではなく、与えられた情報に対する意味づけに焦点をあて
た研究と位置付けられる。1998年に発表された論文における考察を元に 7つの実験を行い、2005
年から 2012年にかけて 6本の論文として発表されている。橋本氏は、この章の標題『「人間らしさ」
の形成』にもあるように、「美しい」、「おもしろい」などの感情が「人間らしさ」であるとしたうえ
で、これらの実験を通して情報とそれによって想起される感情との関係にせまった。その中で、同じ
情報を与える場合でも、その情報の与え方をコントロールすることで感情の起伏に影響を与えること
ができることなどを示している。 
 第五章は、第二章から第四章にかけて行った実験に付随して開発された研究手法の提案である。
1997年から 2013年に発表された 4本の論文を元にしている。遺伝的アルゴリズムを用いてノイズ
の多いデータを、より高い精度で分析する方法、ニューラルネットにおけるニューロンを個人、チャ
ンネルを個人間の関係とみなして、社会集団モデルを分析するシミュレーション方法、測定尺度の違
いと適切な統計手法の関係、人工市場などを提案している。 
 第六章は、第二章から第四章にかけて行った実験結果を踏まえて「人間の科学」を再考したもので
ある。橋本氏の当初のアイデアは、自然科学と社会科学の本質的な相違点を「人間」に置くことにあ
った。この章は、2013年に発表された論文を元に、人間をロボットや人工知能と対比させた上で、
「人間らしさ」について論じている。橋本氏は第一章で考察した形式化（現実と理論を繋ぐ方法）と、
第二章、第三章で示したよう人間の情報処理に時間が大きく関連している事が、第四章で示した意味
をもたらしているとのアイデアを提案している。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
この論文は、橋本氏が 20年に渡って積み重ね、この間に 32本以上の論文として発表してきた研
究を集約したものである。自然科学とは異なる社会科学を確立する際に、前者が内部構造を持たない
質点を基礎に置くのに対し、後者が判断を行う人間に基礎を置くという野心的なアイデアに 20年間
真摯に向き合った成果であり、極めて意欲的な研究と言えよう。 
 最初に指摘したいのは、個々の研究の高い完成度と有用性である。第二章、第三章、第四章で、橋
本氏自身が行った数多くの実験が紹介されている。個々の研究は、認知心理学におけるオーソドック
スな研究として完成度の高いものであり、実際に学術誌に掲載されていることからも、この分野の発
展に寄与したと言えよう。特に、第二章で議論されているアテンショナル・ブリンクに関する研究で
は、触覚や嗅覚など、実験が困難であるため誰も研究して来なかった課題に取り組み、実験装置を自
作するなどの工夫を重ねた上で、この分野に大きな貢献を果たしている。この一連の研究は、中山科
学振興財団の中山賞を受賞するなど、学会でも高く評価されている。 
 しかし、この論文の本質的な価値は「人間の科学としての社会科学の確立」に目標を置いたことに
ある。すなわち、(1)社会科学の基本的な構成要素である人間の情報処理や意思決定について、(a)極
めてプリミティブな情報を与えたときの「反応」とよべる階層（第二章）、(b)連続した数値情報のよ
うなデータ情報を与えたときの「認識や判断」と呼べる階層（第三章）、(c)抽象レベルが高い意味情
報を与えたときの「感情、思考、意思決定」と呼べる階層（第四章）と、三つの階層について、人間
の情報処理の特質を明らかにしたこと。そして(2)この三つの階層における人間の特性を探求し、新
たな社会科学を確立するため、その構成要素としての人間像を提示したことにある。第六章で、人間
を人工物（ロボットや人工知能）と比較した上で以下のような議論をしている。 
 従来、チューリングテストに代表されるように、人工知能が知性や感情を持ちうるかという議論に
終始していた。橋本氏は、(1)人工知能は統語論しか扱えず「意味」や「感情」を持ちえないが、身
体性（物理環境と相互作用するもの）を持つことによってそれが可能となること、そして(2)人間が
ある対象（主に人工物）をコミュニケーション可能な対象と見做し、受け入れるためには身体性（人
間が物理的に交渉可能なもの）が重要である、という 2つの角度から身体性の重要性を主張してい
る。そして、意味や感情をもたらし、コミュニケーション可能な対象としての身体性を規定する最重
要事項は、人体の物理的制約（神経伝達の化学的反応時間、神経網の可塑性をもたらす生理学的時間、
人体のサイズなど）がもたらす時間スケールであると主張している。 
 意味や感情、人間とのコミュニケーションにおける身体性の重要性については、多くの研究者が指
摘しているが、この論文では、そこに自身で行ってきた数多くの研究に基づいている点で新しい論拠
を与えている。そして、身体性が時間スケールに集約されるというアイデアを提起した点でオリジナ
リティーがあり高く評価できる。 
 この博士論文で取り組んでいる「人間の科学」としての社会科学の確立というテーマは極めて大き
く、個人で完成しうる規模を遥かに超えている。その意味では、この博士論文は、そのために解明す
べき事実を、パッチワーク的に縁取ったにすぎない。また、このテーマを完成させるために解明すべ
きことの全体像と、本論文でなしえた事について考察を深める余地があるように思える。しかし、こ
れは今後の課題であり本論文の価値を損なうものではない。 
 以上のように、本論文は社会科学、特に人間の反応、判断、思考という複合的な階層における相互
作用を基底にする経済学へ大きな貢献を果たす研究業績である。 
 平成 26年 10月 14日の経済学研究科教授会で、主査、及び副査による査読内容が報告された上で、
審議した結果、博士の学位授与に値すると判断された。 
